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1 審査結果総括表 

 

要望額（円） 予算額（円） 予算額－補助予定金額（円）

応募 6 600,000

採択したもの 3 300,000

不採択としたもの 3 300,000

応募 3 300,000

採択したもの 3 300,000

不採択としたもの 0 0

応募 9 900,000 1,000,000 100,000

採択したもの 6 600,000 1,000,000 400,000

不採択としたもの 3 300,000

応募 4 760,000

採択したもの 1 74,000

不採択としたもの 3 686,000

応募 0 0

採択したもの 0 0

不採択としたもの 0 0

応募 4 760,000 1,500,000 740,000

採択したもの 1 74,000 1,500,000 1,426,000

不採択としたもの 3 686,000

応募 1 100,000

採択したもの 0 0

不採択としたもの 1 100,000

応募 0 0

採択したもの 0 0

不採択としたもの 0 0

応募 1 100,000 500,000 400,000

採択したもの 0 0 500,000 500,000

不採択としたもの 1 100,000

応募 14 1,760,000 3,000,000 1,240,000

採択したもの 7 674,000 3,000,000 2,326,000

不採択としたもの 7 1,086,000

部　門 件　　　　　　数
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2 採択事業一覧表 
 

２－１ 新規事業 

 

２－２ 継続事業 

 

 

  

A 活動支援部門 

受付番号 事 業 名 団 体 名 
補助金交付 
予定額（円） 

A-新-4 
まちの公園活用〜みんなでお気に入りの

公園を見つけよう！〜 

みつい台パークフェスティバル 

実行委員会 
100,000 

A-新-5 乳がん検診等の市民啓発活動 はちおうじピンクリボン 100,000 

A-新-6 
地域と学生がつながる対話の場づくり事

業 
みんなのまち会議 100,000 

B 事業実施部門 

受付番号 事 業 名 団 体 名 
補助金交付 
予定額（円） 

B-新-3 kosodate802（コソダテハチマルニ） 
kosodate802 

（コソダテハチマルニ） 
74,000 

A 活動支援部門 

受付番号 事 業 名 団 体 名 
補助金交付 
予定額（円） 

A-②-1 PC・スマホ 利活用支援事業 デジタルお助け侍 100,000 

A-②-2 ～みえない世界～体験教室 
視覚障がいサポート団体 

FANeyes 
100,000 

A-②-3 
Hello baby ～実践編！！いまどきパパ

ママクラス～ 

一般社団法人 

みんなの居場所つくり隊縁楽結 
100,000 
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3 評価及び審査結果 
 

３－１ A 活動支援部門 採択事業 （得点順） 

 

 

円
100,000

円

28点
満点中 25 点

28点
満点中 24 点

28点
満点中 20 点

点
7名中 7 名

審
査

順位 1 位 円

69

採　択

評価会議の
意見・要望

　・　乳がん検診の受診率向上は、市民の健康・生命に直結する公益性の高い事業であり、これまで
　　の活動実績から着実な実行が期待できる。
　・　本補助金の活用により、事業の信頼性や啓発効果を高め、当事者だけではなく周囲の意識変
　　容につなげ、早期発見・予防効果が一層高まることを期待する。
　・　啓発イベントのみにとどまらず、医師等の専門家との連携により、未受診層が受診しない理由や
　　背景を調査・分析し、その結果を踏まえた受診率向上につながる取組へ発展することを期待す
　　る。

　市民参加型の啓発イベントを通じて乳がん検診の重要性を伝え、検診を自分ごととして捉える意
識を高めることで、受診率向上に寄与する。

評
価

評価項目 公益性 実行性 期待度
補助金交付の必要性を
「有」とした評価委員数各項目における得点数

（7名の委員が0～4点で採点）

合計得点数
84点
満点中

可 補助予定額 100,000

A - 新 - 5受付番号

区 分

事業名

総事業費

事業概要

団体名

補助金要望額

新規 はちおうじピンクリボン

乳がん検診等の市民啓発活動

2,129,000

受付番号 A - ② - 2

区 分 継続 団体名 視覚障がいサポート団体　FANeyes

事業名 ～みえない世界～体験教室

総事業費 125,320
円

補助金要望額 100,000
円

事業概要

28点
満点中 25 点

28点
満点中 22 点

28点
満点中 21 点

点
7名中 7 名

審
査

順位 2 位 円

68

採　択

評価会議の
意見・要望

　・　視覚障害への正しい理解を幼少期から育む体験型事業は、他者への配慮や多様性の尊重を
　　学ぶことができる教育的意義が大きく、公益性も高く評価できる。
　・　体系的プログラムにより着実に実績を積み重ねており、事業の必要性と実行力が認められる。
　・　現在出張教室を開催している保育園や小学校に加え、中学校・高校、さらには企業等へ展開
　　することを期待する。
　・　今後の事業の継続性の観点から、安定した運営体制と活動資金の獲得に向け、担い手の拡充
　　や委託費の設計等を検討し、団体の自立運営を目指すこと。

　ロービジョン疑似体験や白杖歩行体験、ガイドヘルパー体験を通じて、視覚障害に対する知識の普
及や、安心・安全に歩ける社会や環境づくりにつなげることを目指す。

評
価

評価項目 公益性 実行性 期待度
補助金交付の必要性を
「有」とした評価委員数各項目における得点数

（7名の委員が0～4点で採点）

合計得点数
84点
満点中

可 補助予定額 100,000
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受付番号 A - ② - 1

区 分 継続 団体名 デジタルお助け侍

事業名 PC・スマホ　利活用支援事業

総事業費 257,618
円

補助金要望額 100,000
円

事業概要

28点
満点中 22 点

28点
満点中 22 点

28点
満点中 18 点

点
7名中 6 名

審
査

順位 3 位 円

62

採　択

評価会議の
意見・要望

　・　社会的ニーズの高いテーマに対し、継続的に実績を積み、意欲的に取り組んでいる点を評価す
　　る。
　・　個別相談とセミナーを組み合わせたハイブリッド型への展開に加え、担い手育成の仕組み化に
　　取組み、活動の幅を広げることを期待する。
　・　生成AI講座だけでなく、スマートフォンの基本的な使い方など、生活に直結する身近な内容
　　に焦点を当てた講座の開催を検討されたい。
　・　参加者のスマートフォンを操作する場面では、個人情報の取扱いや端末破損等のトラブルを
　　防止するため、運営上の対策や丁寧な対応に十分留意されたい。

　パソコンやスマートフォンの操作・活用の相談会やセミナーを開催することにより、市民のデジタルリ
テラシーの向上を目指し、地域コミュニケーションの活性化や行政のデジタルサービスの普及率の向上
に寄与する。

評
価

評価項目 公益性 実行性 期待度
補助金交付の必要性を
「有」とした評価委員数各項目における得点数

（7名の委員が0～4点で採点）

合計得点数
84点
満点中

可 補助予定額 100,000

受付番号 A - ② - 3

区 分 継続 一般社団法人みんなの居場所つくり隊縁楽結

事業名 Hello baby ～実践編！！いまどきパパママクラス～

総事業費 146,500
円

100,000
円

事業概要

28点
満点中 20 点

28点
満点中 20 点

28点
満点中 17 点

点
7名中 6 名

審
査

順位 4 位 円
補助予定額 100,000

団体名

補助金要望額

57

採　択

評価会議の
意見・要望

　・　保育士や助産師、看護師などの専門性を有する人材による子育て支援事業であり、正しい知識
　　と仲間づくりの場を提供するという公益性の高さを評価する。
　・　事業の実施過程で把握した課題を適切に分析し、その改善策を事業内容に反映するなど、継続
　　的な業務改善に取り組んでいる点を評価する。
　・　団体が目指す社会的役割として掲げている、母親が子どもと安心して離れられるリフレッシュ時
　　間の提供について、課題と実行性を整理し、より具体的な取組として展開されることを期待する。

　妊婦や子育て家庭を対象に、有資格者による実践的な講座を通じて正しい育児知識を普及するとと
もに、交流の機会を提供することで孤立しない育児を目指す。

評
価

評価項目 公益性 実行性 期待度
補助金交付の必要性を
「有」とした評価委員数各項目における得点数

（7名の委員が0～4点で採点）

合計得点数
84点
満点中

可
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A - 新 - 4

新規 みつい台パークフェスティバル実行委員会

まちの公園活用〜みんなでお気に入りの公園を見つけよう！〜

100,691
円

100,000
円

28点
満点中 18 点

28点
満点中 19 点

28点
満点中 17 点

点
7名中 7 名

審
査

順位 5 位 円

54

採　択

評価会議の
意見・要望

　・　特定の住宅団地を対象としており、受益者や実施地域が限定的ではあるが、公園活用を通じ
　　た住民同士のつながり強化や地域活性化のモデルとして、他地域にも波及・展開されることを
　　期待する。
　・　駐車場に関する案内や、騒音・ペットマナー、ドッグランエリア設置時における脱走・咬傷事故防
　　止に関する注意喚起、トラブル発生時の連絡先などをチラシ・ＳＮＳ等により周知し、周辺住民へ
　　の配慮を適切に行うことで、地域に受け入れられる持続的な取組となることが望まれる。
　・　購入した備品については、団体としての管理方法を明確にし、個人の所有とならないよう十分
　　留意されたい。

　地域住民や地域団体と共に、公園を活用したドッグランやボール遊びができる環境の整備等の試行
的な取組を行い、公園の新たな活用の可能性を検証するとともに、地域の緩やかな交流を生み出し、
地域コミュニティの促進を図る。

評
価

評価項目 公益性 実行性 期待度
補助金交付の必要性を
「有」とした評価委員数各項目における得点数

（7名の委員が0～4点で採点）

合計得点数
84点
満点中

可 補助予定額 100,000

団体名

補助金要望額

受付番号

区 分

事業名

総事業費

事業概要

A - 新 - 6

新規 みんなのまち会議

地域と学生がつながる対話の場づくり事業

106,506
円

100,000
円

28点
満点中 19 点

28点
満点中 17 点

28点
満点中 18 点

点
7名中 6 名

審
査

順位 6 位 円

　地域住民と学生が地域課題について対話・交流する場を継続的に提供することで、世代を超えた交
流を促進し、市民主体のまちづくりにつながる基盤形成に寄与する。

評
価

評価項目 公益性 実行性 期待度
補助金交付の必要性を
「有」とした評価委員数各項目における得点数

（7名の委員が0～4点で採点）

合計得点数

評価会議の
意見・要望

　・　地域と学生の連携による事業であり、年齢・性別・立場を超えた対等な対話の場づくりは、実践
　　的な教育の場としての意義があり、多様性・公平性・包摂性の観点において評価できる。
　・　対話と交流のみにとどまらず、具体的な活動や取組につなげられるよう、以下の条件を必ず
　　遵守し活動すること。
【交付の条件】
　・　対話の成果を目に見える形で示すため、提言書の作成や対話内容の発表・公開など、具体的な
　　アクションを実施すること。
　　　※上記条件を遵守できない場合、補助金を返還していただきます。

84点
満点中 54

採　択 可 補助予定額 100,000

受付番号

区 分

事業名

総事業費

事業概要

団体名

補助金要望額
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３－２ A 活動支援部門 不採択事業 （応募受付順） 

 

 

 

 

 
  

A - 新 - 1

新規 加住万結乃会

盆踊りでつなぐ地域の輪！

156,000
円

100,000
円

受付番号

区 分 団体名

評価会議の
意見・要望

　・　伝統文化である盆踊りを通じて多世代交流や地域コミュニティの活性化を図る点には社会的
　　意義があるものの、事業計画上はイベント出演にとどまっており、新たな担い手の創出や事業の
　　有効性・継続性に疑問が残る。
　・　本事業における法被購入の必要性について疑問が残る。新規購入に限らず、地域で所有する
　　資源を活用するなど、より効率的かつ地域に開かれた取組となることが望まれる。
　・　新たな担い手創出に向けた参加者層の広がりや、団体や事業の目的達成に対する有効性を
　　意識した企画が展開されることを期待したい。

　日本の伝統文化である盆踊りを次世代に継承するとともに、多世代のつながりと地域コミュニティの
活性化を図り、共助力の向上を目指す。

事業名

総事業費

事業概要

補助金要望額

A - 新 - 2

新規 はちHUB

公開編集型ZINE制作～八王子駅南口を舞台に～

1,082,000
円

100,000
円

受付番号

区 分

事業名

総事業費

事業概要

団体名

補助金要望額

評価会議の
意見・要望

　・　公開編集作業を通じて、ＺＩＮＥの制作に関心のある層を地域へつなげようとする着想や、地域
　　の担い手育成を意識した取組には評価できる点があるものの、現時点ではアウトプットや地域へ
　　の効果の示し方が十分に整理されておらず、実行性や持続性の面で課題が残る。
　・　団体設立から間もなく、事業内容や規模に対し構成員数も少ないことから、安定的な事業運営
　　体制や役割分担について検討願いたい。
　・　制作内容や成果の想定、事業の段階的な展開のイメージを具体化した事業内容及び計画を期
　　待したい。

　八王子駅南口を題材に、市民が取材・編集に携わるZINE（自主制作冊子）の制作とトークイベントを
展開することにより、参加者同士や地域とのつながりを育み、地域に関わる身近な参加機会を創出す
ることで、担い手の裾野拡大に寄与する。

A - 新 - 3

新規 でじ支円

地域生活防衛・防犯スマホ支援事業

126,248
円

100,000
円

総事業費

事業概要

団体名

補助金要望額

受付番号

区 分

評価会議の
意見・要望

　・　ＤＸの進展やＡＩの普及により拡大している情報格差に対し、スマートフォンの基本操作だけで
　　なく、特殊詐欺やフィッシング対策、行政手続きのデジタル活用まで扱うという点については社会
　　的意義が認められるものの、スタッフの実践経験や専門性が十分に確認できず、事業の有効性
　　に疑問が残る。
　・　他団体が実施するスマホ教室等への参画や小規模な試行を通じて、実践経験やノウハウの蓄
　　積、体制強化を検討願いたい。
　・　事業の実施内容や回数に対しスタッフが少なく、また支出に対する収入規模も小さいため、専
　　門性のある人材の獲得や支出内容の見直しを検討願いたい。

　スマートフォン講座や相談会を通じて、防犯や防災、行政手続きなどの市民の生活に直結する活用方
法の学習機会を提供し、デジタル活用力の向上や情報格差の縮小を目指す。

事業名
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３－３ B 事業実施部門 採択事業 

 

 

 

  

B - 新 - 3

新規 kosodate802（コソダテハチマルニ）

kosodate802（コソダテハチマルニ）

149,012
円

74,000
円

28点
満点中 21 点

28点
満点中 19 点

28点
満点中 18 点

28点
満点中 18 点

点
7名中 6 名

審
査

順位 1 位 円

団体名

補助金要望額

受付番号

区 分

事業名

総事業費

事業概要

補助予定額 74,000可

　市内で保活（保育園探し）を経験したママ・パパによる経験談の共有や、親子で楽しめるイベントを通じて、
安心して子育てできる環境を整えるとともに、地域での支え合いと地域参加の意識醸成に寄与する。

評価会議の
意見・要望

　・　公的な子育て支援の枠組みが整備されつつあるが、当事者による情報提供やつながりづくりと
　　いった活動には意義があり、公益性も高い。
　・　リアルとオンラインを組み合わせたハイブリッドな展開や、高い満足度など、着実に実績を積み重
　　ねており、事業の創意工夫の観点から評価できる。
　・　無理のない事業発展を前提としつつ、外国籍やひとり親家庭などの多様な背景をもつ保護者へ
　　のアウトリーチなど、保活から新たなテーマへの展開に取り組むことで、さらなる波及効果が生ま
　　れることを期待する。

76

評
価

評価項目 公益性 計画性 創意工夫
補助金交付の必要性を
「有」とした評価委員数各項目における得点数

（7名の委員が0～4点で採点）

合計得点数

継続性・自立性

112点
満点中

採　択
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３－４ B 事業実施部門 不採択事業 （応募受付順） 

 

 

 

 

 

 

受付番号 B - 新 - 1

区 分 新規 団体名

事業名 ノルディックウォークを学童保育所児童に普及推進する事業

総事業費 550,000
円

補助金要望額 275,000
円

事業概要
学童保育所と連携してノルディックウォークの体験機会を提供し、正しい姿勢で心身健康な児童の育成を目
指すとともに、親子や地域住民が参加できるイベントを通じて地域コミュニティの活性化に寄与する。

一般財団法人全日本ノルディック・ウォーク連盟多摩地区連絡協議会

評価会議の
意見・要望

　・　子どもの姿勢改善と地域の世代間交流を実現する意図については一定の意義が認められるも
　　のの、主に特定のスポーツの普及を目的とした活動であり、上部組織である連盟の活動目的に基
　　づいた事業であることから、受益者からのニーズや八王子市の地域課題解決への寄与が明確に
　　示されているとは言い難く、本補助金の主旨に十分に合致していない。
　・　子どもを主な対象とする点について、受益者ニーズの把握や、運動の継続や次の取組につながる
　　効果がどのように創出されるかを整理したうえで、事業展開していくことを期待したい。

受付番号

区 分 団体名 特定非営利活動法人　発達支援の会―未来

事業名 夏休みの居場所づくり

総事業費
円

補助金要望額
円

事業概要
不登校児を含む子どもを対象に夏休み期間にサマースクールを開催し、安心して過ごせる居場所を提供す
ることで、子どものコミュニケーション能力を向上し、親子ともに安心できる環境づくりに寄与する。

B - 新 - 2

新規

624,500

評価会議の
意見・要望

　・　不登校児童の居場所づくりというテーマには社会的意義やニーズが認められるものの、参加対
　　象が少人数に限られており、受益者が特定の児童に偏ることが懸念されることから、公益性や発展
　　性の面で課題がある。
　・　団体の運営体制や財政基盤が厳しい中で、今後の継続性や自立性が十分に見通せない点に不
　　安が残る。
　・　他団体・学校等との連携を通じて対象者や効果を拡大し、より多くの子どもたちに開かれた活動
　　として、事業の公益性と持続性がより明確になることを期待したい。

202,000

受付番号 B - 新 - 4

区 分 新規 団体名 NPO法人BigForest

事業名 「Big Forest Presents 遊んで！学んで！生きるチカラ フェスティバル」開催事業

総事業費 452,435
円

補助金要望額 209,000
円

事業概要

　・　子どもや保護者、地域住民が集い、子どもや教育について共に考える機会を広く市民に提供する
　　という事業コンセプトは、公益性が高く意義が認められるものの、準備から実施に至るプロセスの
　　見通しが分かりづらく、事業全体の計画性に疑問が残る。
　・　補助金を前提とせずとも継続的に実施できる取組であること、自立運営に向けた収入確保や
　　運営体制を見据えた計画であることがわかるよう、事業の位置付けや運営方針をより具体的に
　　示されることを期待したい。

　子どもに関わる教育・福祉団体が一堂に会するイベントを開催し、地域の多様な取組を知り、交流する機会
を創出することで、地域で子どもを支える意識の醸成や団体同士のネットワーク形成に寄与する。

評価会議の
意見・要望
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３－5 C 事業連携部門 不採択事業 

 

 

  

受付番号 C - 新 - 1

区 分 新規 団体名 南大沢認定栄養ケア・ステーション

事業名 地域の健康支援活動（健康支援配食サービス、簡単料理教室、健康測定会）

総事業費 150,000
円

補助金要望額 100,000
円

事業概要

　別所・南大沢地区を中心に、管理栄養士や薬剤師により、高齢者をはじめとした地域住民を対象とした
栄養指導や料理教室等を行い、生涯にわたり実り豊かで、健やかな生活を維持することのできる地域社
会づくりを目指す。

評価会議の
意見・要望

　・　専門性を活かした取組により、高齢者の健康づくり等に効果が期待できるが、本事業はこれまで
　　２年間にわたり補助金の交付を受けており、着実に実績を積んでいる一方で、事業収入につながる
　　創意工夫が示されておらず、持続的・自立的な運営の見通しに課題がある。
　・　新しい担い手の育成や、受益者が運営に関わる仕組みづくりなどについて検討するほか、他団体
　　との連携強化を通じた持続的な運営へと発展することを期待したい。
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4 審査 
 

４－１ 審査方法 

応募事業について、事務局確認、予備評価、市民企画事業補助金申請事業評価会議による評価を基に審

査し、補助金を交付すべき事業を決定しました。 

(1) 事務局確認 

 

事務局である市民活動推進部協働推進課が、応募書類について以下の点を確認するとともに、応募事

業に関連する市の所管課を担当課として指定しました。 

① 応募部門が適切であること 

② 事業及び団体についての応募要件を満たしていること 

③ 提出書類に不備がないこと 

(2) 予備評価 

 

応募事業に関連する市の担当課が、市政運営担当者の立場から、応募書類により以下の項目について

確認及び評価を行いました。 

① 確認項目 

⚫ 当該年度に、市、国や他の地方自治体及びそれらの外郭団体（以下「市等」という。）で実施している

他の財政的支援を受けていないこと、またその予定がないこと。 

⚫ 市等との共催ではないこと。また、市等を含む実行委員会として実施する事業ではないこと。 

⚫ 事業内容が法令等に違反していないこと。 

⚫ 市が補助金を交付することについて問題がないこと。 

② 評価項目 

ア A 活動支援部門 

評価項目 着   眼   点 

公益性 
活動目的や内容が明確で、市民のニーズがあり、広く市民の利益となる公益性が認められる

か。また、地域で活動する他団体等と連携し得るもので、地域の課題解決に寄与するものか。 

実行性 具体的な計画が練られており、手順や手法など、事業を実施するための準備がされているか。 

期待度 将来、独自性や専門性を活かしたサービスの提供が期待できるか。 

イ B 事業実施部門 

評価項目 着   眼   点 

公益性 
活動目的や内容が明確で、市民のニーズがあり、広く市民の利益となる公益性が認められる

か。また、地域で活動する他団体等と連携し得るもので、地域の課題解決に寄与するものか。 

政策合致性 実施効果が市の目指す方向性と一致しているか。 

八王子への
貢献度 

八王子市のまちづくりに寄与するもので、市として積極的に支援できるものか。 

計画性 事業内容、収支計画が練られており、実施体制などが適切か。具体的な効果が望めるか。 

継続性 
自立性 

助成終了後も継続的に自立した活動が可能か。 
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ウ C 事業連携部門 

評価項目 着   眼   点 

公益性 
活動目的や内容が明確で、市民のニーズがあり、広く市民の利益となる公益性が認められる

か。また、地域で活動する他団体等と連携し得るもので、地域の課題解決に寄与するものか。 

政策合致性 実施効果が市の目指す方向性と一致しているか。 

八王子への
貢献度 

八王子市のまちづくりに寄与するもので、市として積極的に支援できるものか。 

計画性 事業内容、収支計画が練られており、実施体制などが適切か。具体的な効果が望めるか。 

発展性 
継続性 

単一団体で成し得なかった事業が、団体同士が協力、連携することで発展し、各団体の基盤と

なる活動に広がりを見込めるか。また、その活動を継続的に行えるか。 

 

(3) 市民企画事業補助金申請事業評価会議による評価 

市民企画事業補助金申請事業評価会議の参加者が、応募書類、予備評価の結果及び公開プレゼンテー

ションに基づき、以下の項目について 5 段階の採点を行いました。「補助金交付の必要性」については、採

点ではなく「必要性あり」「必要性なし」の判断としています。 

ア A 活動支援部門 

評価項目 着   眼   点 

公益性 
活動目的や内容が明確で、市民のニーズがあり、広く市民の利益となる公益性が認められる

か。また、地域で活動する他団体等と連携し得るもので、地域の課題解決に寄与するものか。 

実行性 具体的な計画が練られており、手順や手法など、事業を実施するための準備がされているか。 

期待度 今後、自立した活動として発展が期待できるか。 

補助金交付
の必要性 

当該事業に対し、補助金を交付すべきか否か。 

イ B 事業実施部門 

評価項目 着   眼   点 

公益性 
活動目的や内容が明確で、市民のニーズがあり、広く市民の利益となる公益性が認められる

か。また、地域で活動する他団体等と連携し得るもので、地域の課題解決に寄与するものか。 

計画性 事業内容、収支計画が練られており、実施体制などが適切か。具体的な効果を望めるか。 

継続性 
自立性 

助成終了後も継続的に自立した活動が可能か。 

創意工夫 独自の発想やノウハウ、専門性を持っているか。また、可能性を秘めているか。 

補助金交付

の必要性 
当該事業に対し、補助金を交付すべきか否か。 
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ウ C 事業連携部門 

評価項目 着   眼   点 

公益性 
活動目的や内容が明確で、市民のニーズがあり、広く市民の利益となる公益性が認められる

か。また、地域で活動する他団体等と連携し得るもので、地域の課題解決に寄与するものか。 

計画性 事業内容、収支計画が練られており、実施体制などが適切か。具体的な効果を望めるか。 

継続性 
自立性 

助成終了後も継続的に自立した活動が可能か。 

発展性 
団体同士が連携することで生まれる相乗効果により、単一団体では成し得なかった課題の解決

につなげられ、また、各団体の基盤となる活動に発展を見込めるか。 

補助金交付

の必要性 
当該事業に対し、補助金を交付すべきか否か。 

 

 

■公開プレゼンテーション 

4 月 11 日（土）に、各部門への応募事業を対象に、市民に公開で、応募団体が自ら事業内容を説明す

る公開プレゼンテーションを開催しました。各団体からの説明後、評価会議の参加者より、事業の不明な

点等について質疑を行いました。 

 

  

▲公開プレゼンテーションの様子 

A 活動支援部門、B 事業実施部門及び C 事業連携部門 

へ応募した 14 団体がプレゼンテーションを実施。 
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４－２ 審査フロー 

 

応募団体

市民参加

公開プレゼンテーショ
ンの傍聴及びコメント
シートの提出

・応募書類の修正
　または再提出
・取り下げ

市 民 活 動 団 体 

 評　　　価 

事務局確認（協働推進課）

応募要件を満たしているか、提出書類に不備はないかなど確認

Ａ　活動支援部門 ・ Ｂ 事業実施部門 ・ Ｃ 事業連携部門

評価会議

4月18日（土）
採択事業案について評価会議参加者から意見聴取

採択事業を決定

応募団体へ結果通知　（4月30日）
（採択事業及び不採択事業）

予備評価（担当課確認・評価）

担当課審査（3月２３日～３１日）

応募書類の書類審査による事業内容等の確認・評価

評価会議参加者へ評価依頼
4月８日（水）

応募団体による公開プレゼンテーション
4月11日（土）

評価会議各参加者による評価（評価シートの作成）

応募書類、予備評価結果、公開プレゼンテーションを踏まえた評価

担当部（課）の指定

（担当課振り分け）

（市民からの意見を送付）

募集要項・応募書類配付開始 ：2月16日～

応募受付期間 ：令和８年（202６年）2月１６日～3月１２日応 募

（応募書類、予備評価結果送付）

審 査

募集記事 ：３月1日号広報に掲載

応募要項等は 
こちらから 
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市民企画事業補助金申請事業評価会議 

 

参加者名簿 

任期  令和 7 年（2025 年）12 月～令和 8 年（2026 年）11 月 

 

 

開催状況 

 

 

  

氏   名 所   属 

岡 田 実 拓殖大学 国際学部 教授 

西 山 茂 八王子市町会自治会連合会 副会長 

望 月 優 吾 八王子学生委員会 学生 

平 岡 直 人 西武信用金庫八王子支店 支店長 

喜 田 亮 子 一般財団法人 町田市地域活動サポートオフィス 事務局長 

齊 藤 竜 太 
ＪＣＯＭマーケティング株式会社 八王子・日野局 局長 

※任期：令和 8 年（2026 年）4 月～ 

森 林 育 代 株式会社シーズプレイス 代表取締役 

開催年月日 開催時刻 会  場 内  容 

令和 7 年（2025 年） 

12 月 13 日（土） 

10:00～ 

12:00 

保健所 

会議室 

⚫ 座長・副座長の選任 

⚫ 令和 8 年度補助対象事業の募集について 

⚫ 応募事業の評価方法及び日程について 

令和 8 年（2026 年） 

4 月 11 日（土） 

12:00～ 

17:00 

クリエイト 

ホール 

視聴覚室 

⚫ 公開プレゼンテーション 

令和 8 年（2026 年） 

4 月 18 日（土） 

13:30～ 

16:00 

クリエイト 

ホール 

学習室 

⚫ 令和 8 年度補助対象事業の最終選考案 

についての意見聴取 
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八王子市市民企画事業補助金交付要綱 

 

（総則） 

第１条 この要綱は、市民企画事業補助金について、補助金等の交付の手続等に関する規則（昭和 35 年八王子

市規則第 19 号。以下「規則」という。）第５条に基づき、規則に定めるもののほか、必要な事項を定めるものと

する。 

（補助の目的） 

第２条 市民活動団体が自ら企画実施する公益的な事業に要する経費の一部を市が補助することにより、市民

の創意による地域の実情に即した公共サービスの充実と市民活動の活性化を図るとともに、市と市民との協

働のまちづくりを推進することを目的とする。 

（補助の対象となる事業） 

第３条 補助の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、別表に定める要件を満たす事業とする。 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、別表に定めるところにより市の予算の範囲内において決定する。 

（補助対象事業の公募） 

第５条 市長は、補助対象事業を期間を定めて募集するものとする。 

２ 市長は、補助対象事業の募集に先立ち、募集要項を定めて公表しなければならない。 

３ 前項の募集要項には、補助対象事業の審査方法を明記しなければならない。 

（補助金の申し込み） 

第６条 前条の募集に応じて申し込みをしようとする団体（以下「応募団体」という。）は、次に掲げる応募書類及

びその付属資料により行うこととし、前条第２項の募集要項で指定する期日 までに市長に提出しなければな

らない。 

(１) 「市民企画事業補助金交付申込書」（様式１） 

(２) 「市民企画事業実施計画書」（様式２） 

(３) 「市民企画事業収支計画書」（様式３） 

（補助対象事業の選考及び通知） 

第７条 市長は、前条の規定による応募書類の提出を受けた事業について、別に定める審査方法により審査しな

ければならない。 

２ 市長は、前項による審査の結果を受けて補助金を交付することが適当であると認められる事業を選考したと

きは、「市民企画事業補助金交付対象事業選考結果通知書」（様式４）により、速やかに当該応募団体に通知

しなければならない。 

（補助金交付の申請及び決定） 

第８条 前条により補助金交付対象事業として補助金交付予定額の通知を受けた団体は、所定の期日までに、

規則第６条の規定による申請を「市民企画事業補助金交付申請書」様式５により行わなければならない。 
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２ 市長は、前項の規定による申請を受けたときは、その内容が前条第１項の審査の際と変わらない（軽微な変更

は除く）限りにおいて、速やかに補助金の交付を決定し、申請者に「市民企画事業補助金交付決定通知書」

（様式６）により通知しなければならない。 

（交付決定状況の公表） 

第９条 市長は、前条第２項により補助金の交付を決定したときは、補助対象事業、補助金の交付を受ける団体

（以下「補助団体」という。）の名称及び補助金交付決定額を公表しなければならない。 

（補助金の交付） 

第 10 条 補助金は、第８条第２項の規定による交付決定の後、速やかに交付する。 

（補助対象事業計画の変更等） 

第 11 条 規則第 10 条の規定による申請については、「市民企画事業補助金交付事業変更・中止申請書」（様式

７）によることとする。 

２ 市長は、前項の規定による承認をしたときは、補助金の交付の決定を取り消し、又は変更することができる。 

（事業報告） 

第 12 条 規則第 12 条の規定による報告は、次に掲げる事業報告書類によることとする。 

(１) 「市民企画事業補助金交付事業実績報告書」（様式８） 

(２) 「市民企画事業補助金成果報告書」（様式９） 

(３) 「市民企画事業補助金交付事業収支決算書」（様式 10） 

（補助金額の確定） 

第 13 条 市長は、前条の規定により事業報告書類の提出を受けたときは、規則第 13 条の規定により交付すべ

き補助金の額を確定し、「市民企画事業補助金確定通知書」（様式 11）により補助団体に通知する。 

（事業実績の公表） 

第 14条 市長は、前条の規定による補助金等の額を確定したときは、補助対象事業の成果について市民に公表

するものとする。 

２ 補助団体は、市が主催する事業報告会や市が発行する事業成果報告書において補助対象事業の成果を発

表し、市民からの理解を得られるよう努めるものとする。 

（普及広報） 

第 15 条 補助団体は、補助金の交付を受けた事業を実施するときは、ポスター・チラシ等の作成にあたり別に定

める基準により表示を行うものとする。 

（担当課の指定等） 

第 16 条 市長は、第６条の規定による応募書類の提出を受けたときは、応募された補助対象事業の内容に関係

する事務を分掌する課を担当課として指定するものとする。 

２ 市長は、第７条に規定する審査、第 11 条に規定する変更又は中止の承認及び第 13 条に規定する補助金額

の確定を行うにあたり、担当課に意見を求めるものとする。 
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３ 担当課は、第２条に規定する補助の目的を達成するため、補助団体との情報交換に努めるものとする。 

（事務所管） 

第 17 条 この要綱に基づく補助金に関する事務は、市民活動推進部協働推進課において処理する。 

（補助金制度の見直し） 

第 18 条 本補助金は、「補助金制度見直し方針」に基づき、見直しを行うものとする。 

（補則） 

第 19 条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付について必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成 15 年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 15 年５月 21 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 15 年 11 月 14 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 16 年４月 21 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 16 年９月 30 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 17 年８月 11 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 17 年 11 月 14 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 18 年８月 28 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 19 年９月 25 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 22 年８月 17 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 23 年９月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 26 年７月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 29 年１月 18 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 29 年 12 月９日から施行する。 

附 則 
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この要綱は、平成 30 年 12 月 16 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 31 年（2019 年）４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和３年（2021 年）２月 10 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年（2022 年）２月７日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年（2024 年）１月 15 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和７年（2025 年）1 月 23 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和 8 年（2026 年）2 月 5 日から施行する。 
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別表（第３条及び第４条関係） 

補助対象事業及び補助金の額 

応募部門 

Ａ 活動支援部門 Ｂ 事業実施部門 Ｃ 事業連携部門 

既に公益的な活動に取り組んでい

るが、活動基盤が整っていない団体

や、これから公益的な活動に取り組も

うとする団体の事業に要する経費を

補助する。 

 ただし、計画段階の事業費が５万円

以上のものとする。 

活動基盤が一定程度整っている市民

活動団体が、自立運営を目標に企画提

案する事業や、さらなる事業の発展を見

込むことができる事業の経費の一部を補

助する。 

 ただし、計画段階の事業費が１０万円以

上のものとする。 

既に主たる事業で自立運営をしてい

る市民活動団体が、活動分野の異なる

他の団体（町会・自治会等の地縁型団

体を含む）と協力・連携することで、地域

の活性化やさらなる発展を見込むこと

ができる事業の実施経費の一部を補助

する。 

 ただし、計画段階の事業費が１０万円

以上のものとする。 

補
助
の
対
象
（
掲
げ
て
い
る
要
件
全
て
に
該
当
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
） 

補
助
を
受
け
る
団
体
の
要
件 

１ 非営利かつ、市民生活における不

特定多数の利益に寄与し、自発

的に、自主・自立した運営を継続

的に行う団体であること。（法人

格の有無は問わない。） 

１ 同左 

 

１ 協力・連携する各団体（以下、「各団

体」という。）が非営利かつ、市民生

活における不特定多数の利益に寄

与し、自発的に、自主・自立した運

営を継続的に行う団体であること。

（法人格の有無は問わない。） 

２ 市内に活動拠点を持っているこ

と。 

２ 市内に活動拠点を持っていること。又

は、市内で活動していること。 

２ 各団体が市内に活動拠点を持ってい

ること。又は、市内で活動しているこ

と。 

３ 構成員３人以上のグループで、構

成員に複数の市民（市内在住･在

勤・在学）を含むこと。 

３ 構成員５人以上のグループで、構成員

に複数の市民（市内在住･在勤・在

学）を含むこと。 

３ 各団体が、構成員５人以上のグルー

プで、構成員に複数の市民（市内在

住･在勤・在学）を含むこと。 

４ 政治活動及び宗教活動を主たる

目的としないこと。 

４ 同左 ４ 各団体が、政治活動及び宗教活動を

主たる目的としないこと。 

５ 特定の公職者（候補者を含む）又

は政党を推薦、支持、反対するこ

とを目的としないこと。 

５ 同左 ５ 各団体が、特定の公職者（候補者を

含む）又は政党を推薦、支持、反対

することを目的としないこと。 

実
施
す
る
事
業
の
要
件 

１ 公益性が認められること。 １ 同左 １ 同左 

２ 市内で実施されること。 ２ 市内で実施されること又は市民の参

加により実施され、地域社会の健全

な発展に寄与すること。 

２ 市内で実施されるとともに、団体間で

連携することにより、地域社会の健

全な発展に寄与すること。 

３ 計画から実施まで責任を持って遂

行できること。 

３ 同左 ３ 同左 

４ 交付決定の属する年度の４月から

３月までの間に実施する事業で

あること。 

４ 同左 ４ 同左 

５ 政治活動及び宗教活動を目的とし

ないこと。 

５ 同左 ５ 同左 

６ 特定の公職者（候補者を含む）又

は政党を推薦、支持、反対する

ことを目的としないこと。 

６ 同左 ６ 同左 

７ 当該年度において、市、国や地方

自治体及びそれらの外郭団体で

実施している他の財政的支援を

受けていないこと、またその予定

がないこと。 

７ 同左 ７ 同左 

８ 第５条第２項で定める募集要項の

補助対象の要件にあてはまるこ

と。 

８ 同左 ８ 同左 

９ 上記１～８の要件のほか、法令に違

反しないこと。 

９ 同左 ９ 同左 

補
助
額
等 

金
額 

①１件当たり対象事業費の１０／１０以

内 

上限１０万円 

②２回目は対象事業費の４／５以内 

上限１０万円 

①１件当たり対象事業費の１／２以内 

上限５０万円 

②２回目は対象事業費の１／３以内 

上限５０万円 

①１件当たり対象事業費の２／３以内 

上限５０万円 

②２回目は対象事業費の１／２以内 

上限５０万円 
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交
付
額
の

単
位 

千円単位（千円未満切り捨て） 千円単位（千円未満切り捨て） 千円単位（千円未満切り捨て） 

備考 

 同一団体の事業に対する補助金の

交付は２回までとする。 

 ただし、２回目についてもその都度

応募し、当該年度予算の範囲内で、審

査により決定する。 

同一区分における同一事業に対する

補助金の交付は、２回までとする。 

 ただし、２回目についてもその都度応募

し、当該年度予算の範囲内で、審査によ

り決定する。 

同一区分における同一事業に対する

補助金の交付は、２回までとする。 

 ただし、２回目についてもその都度応

募し、当該年度予算の範囲内で、審査に

より決定する。 
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八王子市市民企画事業補助金申請事業評価会議開催要綱 

 

（趣旨） 

第１条 市民企画事業補助金交付要綱に基づき、市民活動団体から補助の申請があった事業（以下「申請事業」

という。）について、適正かつ客観的に評価するため、市民企画事業補助金申請事業評価会議（以下「会議」と

いう。）を開催することに関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（意見等を求める事項） 

第２条 会議において意見等を求める事項は、次のとおりとする。 

(１) 八王子市市民企画事業補助金（以下「補助金」という。）の申請事業の評価に関する事項。 

(２) 補助金の執行、運営に関し必要な事項。 

 

（参加者） 

第３条 会議は、参加者７名以内をもって構成する。 

２ 市長は、次に掲げる者のうちから、会議への参加を求めるものとする。 

(１)  学識経験者 

(２) 町会・自治会の関係者 

(３) その他市長が必要と認めた者 

 

（座長） 

第４条 会議に座長及び座長代理を置き、互選によりこれを定める。 

２ 座長は、会議を進行し総括する。 

３ 座長代理は、座長を補佐し、座長に事故あるとき又は座長が欠けたときはその職務を代行する。 

 

（会議） 

第５条 会議は、必要に応じ市長が招集する。 

 

（会議への参加の期間） 

第６条 会議への参加を依頼する期間は、最初の依頼から一年間とする。ただし、参加者が欠けた場合における

後任者の参加の期間は、前任者の残りの期間とする。 

 

（意見の聴取等） 

第７条 市長は、申請事業の評価のため必要があると認めたときは、参加者以外の者の出席を求め、意見若しく

は説明を聞き、又は資料の提出を求めることができる。 

 

（庶務） 

第８条 会議の庶務は、市民活動推進部協働推進課において行う。 
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（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成 15 年５月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 15 年８月 18 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 16 年６月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 22 年５月６日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 26 年７月１日から施行する。   
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区分 
受付 

番号 
事 業 名 団 体 名 担 当 課 

Ａ 

活
動
支
援
部
門 

新  ４ 
まちの公園活用〜みんなでお気に入りの公

園を見つけよう！〜 

みつい台パークフェスティ

バル実行委員会 

公園課 

都市計画課 

子どものしあわせ課 

新 ５ 乳がん検診等の市民啓発活動 はちおうじピンクリボン 成人保健課 

新 ６ 地域と学生がつながる対話の場づくり事業 みんなのまち会議 

協働推進課 

（地域づくり担当） 

学園都市文化課 

② 1 PC・スマホ 利活用支援事業 デジタルお助け侍 

デジタル推進課 

高齢者福祉課 

協働推進課 

② 2 ～みえない世界～体験教室 
視覚障がいサポート団体 

FANeyes 
障害者福祉課 

② 3 
Hello baby ～実践編！！いまどきパパ

ママクラス～ 

一般社団法人みんなの居

場所つくり隊縁楽結 
こども家庭センター 

Ｂ 

事
業 

実
施
部
門 

新 ３ kosodate802（コソダテハチマルニ） 
kosodate802 

（コソダテハチマルニ） 

保育幼稚園課 

子どものしあわせ課 

 

  

令和 8 年度（2026 年度）市民企画事業補助金 事業担当課一覧 



 

 

 

 

 

 

お問い合わせ  八王子市 市民活動推進部 協働推進課 

〒192-8501 八王子市元本郷町三丁目 24 番１号（八王子市役所本庁舎 7 階） 

【電 話】042-620-7401（直通） 

【e-mail】b050700@city.hachioji.tokyo.jp 

【市民企画事業補助金について】 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/001/003/index.html 

 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/001/003/index.html

